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●● ほうれんそうの越冬作型に適した肥料 

ほうれんそうの越冬作型は適期の追肥は難しいことから、追肥なしで栽培でき

る施肥体系が求められています。そこで当研究所では、緩効性肥料を用いた全量

基肥施肥体系についての試験を行っています。これまでの結果から、11月上旬の

播種期では、現状市販されている肥料の中では、被覆尿素の２０日～２５日溶出

タイプの肥料が適していることがわかりました。 

 

 
11月播種の冬ほうれんそう収穫期の様子         11月施肥の溶出率の推移 

  

岐阜県中山間農業研究所ニュース 

2012年度   第 １ 号 

当研究所が農政部に移管されてから２年目を迎えました。引き続き地域・産地の期待

に応える研究機関を目指して、地域の要望に応える「地域密着課題」を中心に、先取り

的研究「重点研究課題」や農林水産省への公募による競争的資金を活用した研究も併せ

て行ってゆきます。また天災に見舞われた昨年の状況に鑑み、農地が被災した場合を想

定した研究にも、今年度より新たに取り組むこととしました。さらに生産団体をはじめ

関係機関とも連携を密にし、情報発信や技術支援にも力を入れてゆきます。 



●● 魅力ある花き新規品目の導入に向けて 

 中山間地域の鉢花は贈答品需要の低迷と暖房経費の高騰等鉢花経営を取り巻く環

境は厳しく、低コスト生産と多様化する消費者ニーズへの柔軟な対応が求められて

います。当研究所では、岐阜県のオリジナル品種である「フランネルフラワー」

「サルビアフェニックスシリーズ」など魅力ある新品目について、中山間地の気候

を最大限に活かした栽培技術体系を提案し、花き産地の活性化を支援していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

生産産農家への導入が進む「フランネルフラワー」    中山間地に合った作型の開発が望まれている 

                                        「サルビアフェニックスシリーズ」 

●● クリ「ぽろたん」を凍害から守れ！-クリ『凍害』対策技術の開発－ 

 県内のクリ産地では新改植の面積が増加しています。しかし、クリは幼木を中心

に凍害（写真参照）を受けやすく、場合によっては50％以上の樹が枯死することも

あります。近年は、暖冬等の影響もあり凍害の発生する年が増加しており、早急な

対策が求められています。このため、中津川支所では兵庫県、農研機構果樹研究所、

近畿中国四国農業研究所ならびに農業経営課、恵那農林事務所と共同で対策技術の

開発を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凍害で枯死したクリの幼木          対策技術として検討中の「高畝・マルチ栽培」 

     ※幹から黒い液がしみ出している様子 

人事異動（平成２４年４月１日付） 


